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予
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
24
年
度
予
算
徹
底
検
証

　本
委
員
会
は
、
平
成
24
年

度
真
室
川
町
８
会
計
総
額
約

79
億
円
の
予
算
案
に
つ
い
て
、

慎
重
に
審
議
し
、
可
決
し
ま

し
た
。
委
員
会
審
査
の
過
程

に
お
い
て
、
質
疑
さ
れ
た
主

な
項
目
を
報
告
し
ま
す
。

一
般
会
計

・
税
収
の
確
保
を
最
重
要
課

　題
と
し
て
現
年
分
課
税
や

　滞
納
繰
越
分
の
徴
収
努
力
。

・
国
、
県
の
重
要
施
策
で
も

　あ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　に
つ
い
て
、
当
町
に
見
合

　っ
た
資
源
の
利
活
用
に
よ

　る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の

　取
り
組
み
。

・
深
刻
な
人
口
減
少
問
題
に

　歯
止
め
を
か
け
る
施
策
と

　し
て
結
婚
応
援
事
業
の
取

　り
組
み
。

特
別
会
計

・
介
護
保
険
会
計
は
、
改
定

　年
度
で
保
険
料
の
引
き
上

　げ
と
な
り
、
町
民
に
大
き

　な
負
担
と
な
る
。
介
護
予

　防
事
業
等
の
強
化
に
よ
り

　介
護
保
険
給
付
費
の
抑
制

　に
努
め
る
こ
と
。

・
梅
里
苑
会
計
は
、
平
成
24

年
度
７
，
９
０
０
万
円
の

　改
修
費
を
計
上
し
て
施
設

　や
経
営
を
刷
新
す
る
。
今

　後
、
従
来
の
赤
字
経
営
か

　ら
の
脱
却
を
図
る
こ
と
。

　ま
た
、
予
算
編
成
に
当
た

り
、
事
業
の
優
先
順
位
を
明

確
に
し
、
十
分
審
査
す
べ
き

点
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

ま
す
。

　以
上
、
今
年
度
予
算
が
着

実
に
執
行
さ
れ
、
町
民
の
生

活
環
境
と
福
祉
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

問
　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

の
対
策
が
必
要
な
中
、
雇
用
創

出
が
出
来
な
い
現
状
で
、
小
学

校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
２
千
数
百

万
円
の
一
般
会
計
の
持
ち
出
し

と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
事
業
４

３
０
０
万
円
は
今
必
要
な
の
か
。

答
　
町
長

　
雇
用
創
出
は
、
秋
山
牧
場
の

肉
牛
２
０
０
頭
飼
養
を
目
指
す

こ
と
に
よ
り
、
雇
用
が
発
生
す

る
。
梅
花
苑
も
５
月
開
業
の
運

び
と
な
っ
た
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
は
多
く

の
町
民
の
要
望
で
あ
る
。

問
　
安
楽
城
小
14
台
、
北
部
小

14
台
、
今
本
当
に
必
要
な
の
か
。

農
業
後
継
者
の
育
成
や
雇
用
創

出
に
使
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
の
使
い
方
と
し
て
ど
う
か
。

答
　
町
長

　
エ
ア
コ
ン
は
昨
年
か
ら
実
施

し
、
町
内
業
者
の
設
置
で
あ
る
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
町
内
建
設
業

者
の
仕
事
と
な
る
。

問
　
薪
ス
ト
ー
ブ
の
利
用
拡
大

を
図
る
た
め
、
補
助
金
を
住
居

だ
け
で
な
く
、
事
務
所
、
店
舗

に
拡
大
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
町
民
課
長

　
当
初
予
算
で
10
台
の
計
画
に

対
し
、
現
在
18
台
の
申
請
で
補

助
金
を
決
定
し
て
い
る
。

　
来
年
度
、
事
務
所
・
店
舗
等

に
も
拡
大
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
真
室
川
型
の
薪
ス
ト
ー
ブ
が

開
発
で
き
れ
ば
と
思
う
。

問
　
他
町
村
の
子
育
て
支
援
の

内
容
は
。

答
　
福
祉
課
長

　
出
産
祝
金
・
出
生
祝
金
は
、

近
隣
で
は
金
山
町
、
最
上
町
、

鮭
川
村
、
戸
沢
村
で
支
給
し
て

い
る
。

　
入
学
祝
金
は
、
金
山
町
、
最

上
町
、
飯
豊
町
、
大
江
町
で
支

給
し
て
い
る

　
遺
児
教
育
手
当
て
を
支
給
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

問
　
用
水
路
・
砂
防
ダ
ム
で
の

小
水
力
発
電
の
考
え
は
。

答
　
町
民
課
長

　
当
町
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
小

水
力
発
電
だ
と
思
う
。
推
進
に

は
、
規
制
緩
和
と
補
助
金
の
拡

大
で
あ
る
。

規
制
緩
和
も
、
用
水
路
の
水
力

発
電
装
置
も
進
ん
で
い
る
。

　
県
の
河
川
、
砂
防
ダ
ム
も
水

力
発
電
を
最
初
か
ら
つ
け
る
施

工
に
も
な
っ
て
き
て
い
る
。
今

後
水
力
発
電
に
も
取
り
組
み
た

い
。

問
　
結
婚
応
援
事
業
報
償
費
の

内
容
と
結
婚
相
談
員
の
人
数
は
。

答
　
企
画
課
長

　
１
組
に
５
万
円
で
３
組
分
計

上
し
て
い
る
。
仲
人
を
し
て
頂

い
た
方
に
支
給
す
る
。

　
出
来
る
だ
け
多
く
の
方
か
ら

応
募
し
て
頂
き
、
１
組
で
も
多

く
の
カ
ッ
プ
ル
を
誕
生
さ
せ
た

い
。

問
　
毎
年
１
，０
０
０
万
円
ほ

ど
の
不
納
欠
損
金
を
出
し
て
い

る
。
滞
納
分
13
％
の
収
納
は
低

く
な
い
か
。

　
平
成
22
年
度
実
績
22
％
、
平

成
23
年
度
は
15
％
の
計
上
で
あ

る
。

答
　
町
民
課
長

　
不
納
欠
損
の
例
は
、
住
所
不

明
、
生
活
苦
、
多
重
債
務
等
で

あ
る
。

　
滞
納
分
は
低
め
に
設
定
し
て

い
る
。
確
実
な
予
算
確
保
を
図

り
た
い
と
の
判
断
で
あ
る
。

問
　
町
の
現
年
度
分
の
徴
税
率

は
。

答
　
町
民
課
長

　
98
・
３
％
で
郡
内
３
位
で
あ

る
。

問
　
ま
む
ろ
川
温
泉
梅
里
苑
改

修
事
業
の
概
要
は
。

答
　
産
業
課
長

　
老
朽
化
し
た
施
設
を
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
よ
り
多
く
の
方

に
利
用
し
て
頂
き
た
い
こ
と
か

ら
計
画
し
た
。

　
洗
い
場
の
増
設
、
浴
室
内
の

床
・
壁
・
天
井
の
改
修
、
サ
ウ

ナ
の
改
修
、
脱
衣
場
の
内
装
改

修
等
。

　
宿
泊
棟
を
除
き
館
内
を
ノ
ー

ス
リ
ッ
パ
に
し
、
床
を
カ
ー
ペ

ッ
ト
張
り
。
入
浴
者
の
玄
関
付

近
の
改
修
。

　
工
期
は
約
２
ヶ
月
で
、
利
用

者
の
少
な
い
10
月
11
月
頃
の
予

定
で
あ
る
。

　
７
，７
０
０
万
円
の
工
事
費

予
算
で
あ
る
。

問
　
防
災
力
基
盤
強
化
事
業
の

内
容
は
。

答
　
総
務
課
長

　
孤
立
し
そ
う
な
集
落
の
衛
生

携
帯
電
話
の
配
置
、
西
郡
・
谷

地
の
沢
・
塩
根
川
に
３
台
、
役

場
に
１
台
計
４
台
、
　
主
に
地

各会計当初予算 （単位：千円）

予　算　額会　　計　　名
一　 般 　会 　計 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
町 立 真 室 川 病 院 事 業
水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
まむろ川温泉梅里苑事業
　 合 　　　　　計  　　

4 , 816 , 000
78 , 500
198 , 200
922 , 800

1 , 114 , 000
594 , 300
152 , 000
88 , 000

7 , 963 , 800

特
　別
　会
　計

区
公
民
館
に
1.6
ワ
ッ
ト
の
小
型

発
電
機
・
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
・

投
光
機
の
セ
ッ
ト
を
20
台
、
ポ

ン
プ
付
積
載
車
１
台
、
下
小
又

の
防
火
水
槽
１
基
、
防
災
行
政

無
線
の
再
整
備
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
等
で
あ
る
。

問
　
25
年
３
月
、
常
勤
医
師
が

定
年
退
職
予
定
で
あ
る
。
医
師

確
保
等
は
。

答
　
病
院
事
務
長

　
常
勤
内
科
医
師
の
確
保

は
ま
だ
で
あ
る
が
、
週
何

回
か
は
派
遣
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　
24
年
５
月
末
で
釜
渕
診

療
所
医
師
が
退
職
予
定
で

あ
る
。
現
状
の
医
師
体
制

で
は
本
院
の
負
担
が
多
く
、

最
悪
、
釜
渕
診
療
所
は
週

２
回
の
場
合
も
あ
り
う
る
。

　
今
後
と
も
、
近
隣
の
診

療
所
等
に
打
診
し
て
い
き

た
い
。

答
　
町
長

　
医
師
確
保
は
最
重
要
課

題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
診
療
所
は
、
患
者
の
動
向
を

調
べ
な
が
ら
、
対
応
を
含
め
て

検
討
し
た
い
。

生活環境 福祉 向上

予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

委員長
佐藤正美

◇一般会計予算の構成

地方交付税
61.8％

町税
12.4％

人件費
20.7％

扶助費
5.3％

義務的経費
43.4％

町債
7.0％

その他
7.3％

その他
1.8％

操出金
8.5％

補助金等
18.2％

投資的経費
15.2％

公債費
17.3％

物件費
10.2％

維持補修費
2.7％

繰入金
0.1％

県支出金
5.8％

国庫支出金
5.7％

地方交付税
61.8％

町税
12.4％

人件費
20.7％

扶助費
5.3％

町債
7.0％

その他
7.3％

その他
1.8％

操出金
8.5％

補助金等
18.2％

投資的経費
15.2％

公債費
17.3％

物件費
10.2％

維持補修費
2.7％

繰入金
0.1％

県支出金
5.8％

国庫支出金
5.7％

総 額
48億1,600万円
（前年比 3.71％減）

歳入 歳出

リニューアルにより誘客アップを図る梅里苑

依存
財源
依存
財源
依存
財源 地方交付税29億7,500万円見込む地方交付税29億7,500万円見込む地方交付税29億7,500万円見込む

全
会
計

24
年
度
末
の
町
債
残
高

町
民
一
人
あ
た
り  

　
　
　
　を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

84
億
6,900
万
円

94
万
1,700
円
84
億
6,900
万
円

94
万
1,700
円
84
億
6,900
万
円

94
万
1,700
円

※1　町の借金
※2　人口は平成24年4月1日のデータ
　を使用
H24.３月末  8,993人

※1

※2

・
・

・
・
・
・
・
・
・


